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演習内容・主なテキスト 

この演習（以下ゼミ）では、財務会計に関する研究を行います。企業を取り巻く利害関

係者の意思決定に有用な会計情報を提供する財務会計の領域は多岐に渡ります。非常に広

い領域を研究対象としますが、財務会計領域と関連を有する限りゼミ生諸君の希望を尊重

したいと考えています。 

演習 1、２では簿記に関するテキスト（テキストは相談の上決定します）、『財務報告論』

(中央経済社)等を使用して、会計に関する知識の共有化を図りたいと考えていますが、ゼ

ミ生の希望は尊重します。その後は各年度のゼミ生の希望にできるだけ添うように運営す

るため、毎年異なります。よって、ここに上記以外のテキストを提示することはできませ

ん。 

 

＜演習１＞ 

相談の上決定したテキストを用いて、ゼミ生の商業簿記の学習レベルに応じて商業簿記

の知識を習得し、日商簿記検定の３級以上を受験してもらいます。 

＜演習２＞ 

演習１に引き続き、『財務報告論』を用いて財務会計の知識を習得します。その後は各年

度の希望にできるだけ添うように運営するため、毎年異なります。参考までに R３年度は、

さらに商業簿記を勉強したいとの声が多かったので、引き続き商業簿記（日商 3 級程度）

の学習を行っています。 

＜演習３＞ 

演習２に引き続き、『財務報告論』を用いて財務会計の知識を習得します。その後は各年

度の希望にできるだけ添うように運営するため、毎年異なります。参考までに R３年度は、

財務諸表分析をやりたいとの要望でしたので、各人が毎回パソコンを持参のうえ、様々な

手法を学んでいます。 

＜演習４＞ 

各年度の希望にできるだけ添うように運営するため、毎年異なります。参考までに R３年

度は、演習 3 に引き続き財務諸表分析を学習した上で、３グループに分かれて別々の企業

を分析しています。 

＜演習５・６＞ 

演習１～４での経験を元にゼミ生各自が選択したテーマについて、それぞれが研究､発表

し、最終的な卒業論文として仕上げます。 

 

教員からの要望 

ゼミは、まず第一に専門的な学問追及の場ですから、絶対に無断欠席をしてはなりませ

ん。また、ゼミは生涯の友人を得る場でもあります。昨今は厳しい状況ですが、今後状況

が好転すれば、合宿､レク、コンパのような学問関連以外のゼミ行事にも積極的に参加する

学生を希望します。 

また、吉岡ゼミにおいては学年が上がるごとに商業簿記に関する知識は必須となります。

今回の演習１の応募においては、すでに 3 級以上に合格しているか、もしくは R４年中に 3

級以上を受験する意思のある学生を希望します。 

 



 

履修希望科目 

会計に関連する科目を履修してください。 

・ 商業簿記Ⅰ～Ⅳ、工業簿記 

・ 会計学概論、財務会計基礎・応用 

・ 原価計算、管理会計 

・ 所得税会計、法人税会計 etc. 

 

教員の自己紹介 

 高校まで奈良県で育ちました。その後は関東での大学、社会人生活を経て 30歳手前から 

関西、特に京滋地域を中心として生活してきました。学校時代は運動ばかりであまり勉強

はしていませんでしたがなぜか縁あって現在の学者人生を送っています。趣味はあえてい

うなら飲酒でしょうか、どちらかというと無趣味の人に分類されると思います。 

ゼミ生からの紹介 

吉岡先生は普段のゼミや授業ではとても真面目に教えられます。私たちは演習１では最

初、会計の基礎知識を身につけるために商業簿記を勉強しました。おかげで簿記の資格を

取れたゼミの同期もいます。でも、それ以外の時間やゼミの行事のときは、とても気さく

で明るい先生です。（注：以下はコロナ以前の記載です。はやくこうなりたいものです）先

生はゼミの行事には積極的に参加して下さいますし、とてもビールが好きなので、コンパ

の時には明るく酔っ払ってます。勉強はもちろん、さらにいい友達を作りたいと考えてい

る人は、どうぞ吉岡ゼミに来てください。 

 

 

 


